
　

　

第 66 期（2018年７月１日から2019年６月30日まで）
定時株主総会招集ご通知に際してのインターネット開示事項

　

計算書類
　

個別注記表
　
　
　

● 本内容は、法令及び当社定款第15条に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.kotobukiya.co.jp/）に掲載しているものです。

● 本内容は、監査報告を作成するに際し、監査等委員会及び会計監査人が監査をした対象の一部であります。

　
　
　

株式会社壽屋

宝印刷株式会社 2019年09月05日 10時56分 $FOLDER; 1ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 1 ―

個別注記表
　
重要な会計方針
1. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

関係会社出資金 ……………移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のないもの ……………移動平均法による原価法

（2）たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品 ……………移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）
製品・仕掛品・貯蔵品 ……………総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法）
　
2. 固定資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く） …定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除
く）及び2016年４月１日以降に取得した建物附属設備並びに構築
物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ８年～38年
工具、器具及び備品 ２年～８年
金型 ２年

無形固定資産（リース資産を除く） …定額法
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能
期間（５年）に基づいております。

　
3. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金 ……………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能
性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金 ……………従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上しており
ます。
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（3）退職給付引当金 ……………従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び退職給付費用
の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務と
する方法を用いた簡便法により計上しております。

（4）役員退職慰労引当金 ……………役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づ
く期末要支給額を計上しております。

（5）ポイント引当金 ……………販売促進を目的とするポイント制度に基づき、顧客へ付与したポイ
ントの使用に備えるため、当事業年度末においてポイント残高から
失効ポイント見込額を控除した金額を計上しております。

　
4. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
消費税等の処理方法 ……………税抜方式によっております。
記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

表示方法の変更に関する注記
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）に伴う、「会社
法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 平成30年３月26日）を当事業年度の
期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

会計上の見積りの変更に関する注記
（ポイント引当金）
　ポイント会員に付与したポイントの利用に備えるため、従来、事業年度末におけるポイント残高の全額を
利用見込額として、ポイント引当金に計上しておりましたが、失効ポイントの実績が新たに把握可能となっ
たため、当事業年度末より、ポイント残高から失効ポイント見込額を控除した金額を計上する方法に変更致
しました。
　これにより、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益が、それぞれ35,483千円増加してお
ります。
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貸借対照表に関する注記
1. 担保に供している資産及び担保に係る債務
（1）担保に供している資産

建 物 1,955,876千円
土 地 612,000千円

計 2,567,876千円
（2）担保に係る債務

１年以内返済予定の長期借入金 249,636千円
長 期 借 入 金 2,780,239千円

計 3,029,875千円
　
2. 有形固定資産の減価償却累計額 6,344,685千円

株主資本等変動計算書に関する注記
1. 当事業年度末の発行済株式の種類及び総数
普通株式 2,751,000株

2. 当事業年度末の自己株式の種類及び株式数
普通株式 30,593株

3. 配当に関する事項
（1）配当金支払額

　

決 議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2018年９月27日
定時株主総会 普通株式 81,819 30 2018年６月30日 2018年９月28日

　

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
2019年９月25日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案して
おります。

　

決 議 株式の
種類

配当の
原資

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2019年９月25日
定時株主総会 普通株式 利益

剰余金 81,612 30 2019年６月30日 2019年９月26日
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4. 当事業年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的となる株式の種

類及び数
普通株式 101,100株

税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　
繰延税金資産
棚卸資産評価損 52,140千円
貸倒引当金 28,424 〃
未払事業税 5 〃
前受金 15,030 〃
賞与引当金 12,902 〃
ポイント引当金 15,506 〃
退職給付引当金 31,112 〃
役員退職慰労引当金 62,954 〃
資産除去債務 6,203 〃
その他 14,681 〃
繰延税金資産小計 238,962千円
評価性引当額 △91,379 〃
繰延税金資産合計 147,582千円
繰延税金負債
資産除去債務に対応する除去費用 1,864 〃
その他 1,886 〃
繰延税金負債合計 3,750 〃
繰延税金資産純額 143,832千円
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金融商品に関する注記
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については安全性の高い預金等にしており、また、資金調達については銀行等金融機関
からの借入を行う方針であります。

　
（2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
敷金及び保証金は、主に店舗の不動産賃貸借契約に基づく敷金及び取引先との契約に基づく営業保証金で
あり、貸主及び取引先の信用リスクに晒されております。
投資有価証券は、営業上の関係を有する企業の出資金であり、当該企業の財政状態の悪化などによる減損
リスクに晒されております。
営業債務である買掛金、未払金、未払消費税等、預り金は、１年以内の支払期日であります。これらの営
業債務は流動性リスクに晒されております。
長期借入金は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであります。

　
（3）金融商品に係わるリスク管理体制
① 信用リスクの管理
売掛金に係わる取引先の信用リスクは、取引先の財務諸表及び調査機関を用いた信用調査、取引先信用
保険の利用等によりリスク低減を図っております。
② 市場リスクの管理
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企業と
の関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
③ 資金調達に係わる流動性リスクの管理
当社は各部署からの報告に基づき財務課が適時に資金繰り計画の作成・更新するとともに、手元流動性
の維持などにより流動性リスクを管理しております。

　
（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が
含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す
ることにより、当該価額が変動することもあります。
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2. 金融商品の時価等に関する事項
2019年６月30日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれていません（（注２）参照）。

（単位：千円）
　

貸借対照表計上額 時価 差額
（1）現金及び預金 1,406,713 1,406,713
（2）売掛金 1,298,289 1,298,289
（3）未収還付法人税等 43,868 43,868
（4）敷金及び保証金 74,400 75,678 1,278
資産計 2,823,271 2,824,550 1,278
（1）買掛金 361,797 361,797
（2）短期借入金 400,000 400,000
（3）長期借入金（※１） 3,231,322 3,231,318 △3
（4）未払金 130,727 130,727
（5）未払消費税等 27,600 27,600
（6）預り金 34,747 34,747
負債計 4,186,194 4,186,190 △3

　

（※１） 長期借入金には、１年以内返済予定の長期借入金を含んでおります。
　
（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
資 産
（1）現金及び預金、（2）売掛金 (3）未収還付法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており
ます。

（4）敷金及び保証金
敷金の時価については、合理的に見積もった返済予定時期に基づき、その将来キャッシュ・フローを国債
の利回り等適切な利率で割り引いた現在価値により算定しております。
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負 債
（1）買掛金、（2）短期借入金、(4）未払金、（5）未払消費税等、（6）預り金
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており
ます。

（3）長期借入金
　時価については、元利金の合計額を、新規に借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値に
より算定しております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額
（単位：千円）

　

区分 貸借対照表計上額
関係会社出資金 7,000
出資金 12,330
敷金及び保証金 88,722

　

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上表には含
めておりません。敷金及び保証金の一部については、償還期限の合理的な見積りが困難なことから、時価
を把握することが極めて困難と認められるため、上表には含めておりません。
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関連当事者との取引に関する注記
該当事項はありません。

　
１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 1,049円52銭
１株当たり当期純利益 50円23銭
潜在株式調整後１株当たり当期純利益 48円97銭

　
重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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